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′捧   ました。朝の「いつてらつしゃい」や

帰宅時のFおかえりなさいJまで全身

を使つて愛情表現をしてくれるその

姿はもうなくてはならない大切な存

在。夫と3人 ?での散歩や食事など、

曽段の何 tず ない穏やかな日常がと

ても幸せに感じられる毎日で現

のドo。

お知
・
Ⅲせ

認知症啓発運動に参加
「筑西市認知症支援を考える会Jの啓

発活動にセキショウ居宅介護支援事業

所とグループホームよつ葉のスタッフが

参加しました。認知症VR体験などを通

し、皆様に認知症について理解を深め

ていただく取り組みを行いました。筑西

マラソンや商工祭など地域の方が集ま

るキ
立
幾会に開催しており、継続的な活動

を行つておりま筑 見かけた際は、ぜひ

お立ち寄りくだ

さい。
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編集後記

お正月
'ま

、「こんな年にしたい」と新たな気持ちでスタートを

切れる良い機会。表紙を飾つた花壇作りのように、私たちも一

つひとつの支援に「想い」を込めて、気持ちも新たに取り組んで

いきたいと思いま現
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介護付き高齢者

向け住宅

えみあす二木成

ケアマネジヤー

羽 鳥 祐 子
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愛犬がいる生活

コロナ禍に保護犬だつた「マナ」

は、NPO団体での譲渡会を経て我

が家にやつてき
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Pお 茶の時間

もう独身の頃からずつとお稽古に通つている「茶道」は、

日常から少し離れ、静寂な申に身を置‐ける大切な時間

で現 とても静かな時間は自分とも向き合いリセットで

きま現 お茶会などで着物を着る′キЙ幾会もあり、とてもリ

フレッシュできていまする             .
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ご入居する方の中には、さまざまな支援が必要な方が

いらつしゃいますが、チfムー丸となつて、ケアにあた

る姿勢は自分自身にとつてもとても束」激にもなりますし

勉強にもなりま現 これからも自分もチームの一員とし

て頑張つていきたいと思いま現

+1【プラスワシ】

「自分らしさ」を大切にできるケアプランと支援を提供

していきたいと思いま現 自分自身も心穏やかでいられ

る毎日があつてこそ「自分らしく」いられると感じていま

現 ご利用者様が毎日iを心穏やかに過ごせるよう＼努め
‐

ていきたいと思いま現

じ

えみあす二木成の
nstagramはこちら

グループ水―ムよつ葉の
nstagramはこちら
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自立支援型デイサービスセンター
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新 年 の ご あ ψ さ つ

明けましておめでとうございま現

皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げま現

また日頃から、弊社事業所の運営に関しまして、ご理解とご協力を賜り、誠にありがとうござ

いま丸

2025年の干支は、十千では乙、十二支では巳にあたる「乙巳(きのとみ)の年」になりま現「乙」

は発展途上の状態、「巳」は植物が成長した状態を意味し、この組み合わせは、これまでの努

力や準備が実を結び始める時期を示唆しているとされ、『努力を重ね、物事を安定させていく年

になる』と言われていま魂

私どもセキショウライフサポートは、設立から丁度千支が一周する12年が経ちました。これまで

積み重ねてきた努力が、安定した事業所運営として実を結び、サービスの質とご利用者様満足

の向上を高いレベルで実現できるよう、一層尽力してまいりま丸

介護業界では、深刻な人手不足とDX化の推進により、大きな変革期を迎えていますが、職

員一丸となりさまざまなチャレンジに取り組むこどミ ご利用者様とご家族、地域の皆さま並びに

各関係機関のご期待に沿えるよう努めてまいりますので、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう

お願い申し上げま坑

皆さまのご健勝とご多幸を心より祈念いたしまして、新年のあいさつとさせていただきま現

毎年恒例の遠足に行ってきました。

◆回は栃木県の益子で絵付け体験、

ご利用者様からは「難しい」との声も

間かれましたが、真父uな表情で思い

思いに絵付けをされていました。完成

したお皿は先日手元に届きましたが、

どの作品もとてもされいに仕上がつて

縄おりました。
馬

E前筒釘膨

高齢者のご利用者様にはあまり周‖染

みのないイベントですが、何でも楽した

でしまえばこつちのものです ! ◆年は

スタツフが仮装して一緒にゲーム等をし

て楽しみまし

た。一度にい

るんなキヤラ

クターに会え

てまるで夢の

国のような時

間でしたねΨ

なんて。

エ
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秋といえば紅葉ということで筑

西市にあります最勝寺へ紅葉狩

りに行きました。京都のよう

な庭園を見て「 己んな良い

所があったのね !」 と皆

さま驚いた表情をさ

れていました。  β
ガ
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ク1)ス マスツリーの飾りつけ

をみんなで行いました !「 どこに

飾つたらされいに見えるかな ?」「立派

株式会社

セキシヨウライフサポー ト

取締役 社長執行役員

鈴木 信広
爾♂

″
 なツリーだね。気持ちが華やかになるね」

と曽さんで協力してオーナメントを一つひとつ

丁寧 I己 ツリーに飾りつけました。赤、緑、金、銀

髯れぞれの色が輝き、えみあすが一気にクリスマスムー

ドになりました。「自分の子どもの時はクリスマスなんて

なかったけど、孫たちにプレゼントあげたし,したよ」と

懐かしんで笑う穏やかな表′情が印象的でした。ぶ
一一〕
】】ヽ

蘊
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キ包賃 グループホーム

地域交流の一環として養蚕地区文化祭ヘ

ご利用者様が作成した壁飾り等を出品したの

で、会場へ観覧しに行きました。ほかには地区

の方々が作成した切り絵や手作リバツグなど

の展示物もあり「すごいな」「こんなに細かいの、

手で作れるただな」と、感心なさっていました。

夏の暑さが長引いた影響で紅葉

の色づく期間にもずれが生じていま

したが、天候にも恵まれた秋晴れ

のなか、各方面にドライプヘ出かけ

ることができました。曼殊沙華や、

コスモス、イ子ョウやもみじに菊の

花など…秋の季節にしか見ることの

てⅢきない木 ・々花々を楽しみました。

えみあすでは季節にちなんだ食レクを毎月行つ

ています !芋の季節には学煮やおいもの鰻頭、ク

リスマスにはイ子ゴのサンタを乗せたパンケーキ

などをスタッフも楽しみながら作りました。長年

台所に立っていたであろう女性のご入

居者様は手早く具材を切ったり、混

ぜたし,…。スタッフにも指導して

くださいます(笑 )。 自分で調理

をしたことがない男性のご入居

者様でも、「 こんなの初めてだ

な。でも自分らで作つたのはう

まいな」と苦戦しながらも楽し

髯うに参加してくれました。
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官を脇融魂!基≧iとこ吹I督蓬芸浮惑栃≧ちく象と誌とよ転逢逮
01騨1lⅢ族患の予『方| :||   | ■I II !Ⅲ      …  ・
.鞘肛暉イrを防ぶ 心筋梗峯や脳梗窪などの予Fttf:う な力切|ま硯  l i

郡瀞肇鶏戦オ1芦ⅢI十1

I●骨糧艦症(こつをしょうしよう)与防■
|1目 iこ 対 して物理 由な藤J撤!が力口わ るとく

1 昏に行わウsaき「が増すといわれています。
●ストレス緩和   ―

脳の血流が良くなることで、交感神1経よ

り副交感神経竹`活発になりi心身がリ

: ラブクスした状態lし なります■

よつ葉

「 久し′Iヽ りに料理す

るわ」と緊張しながら

もさすが、主婦は手際

が違いますね。スタッ

フの出る幕はなく、お

やつにおい しい豚汁

を皆さんといたださま

した。調理は認知症予

防にも効果的です。こ

れか らもいろんな料

理に千ヤレンジしてい

きたいと思います。

下妻の大宝八

幡宮へ、菊祭リ

に行きました。色と
し

'ど

りの菊の花が展示して

デあり、「されいだね」「昔は菊の
花を作つていたのよ」と、音を

懐かしみながら楽しいひとと

きを過ごすことがてヽヽさました。
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「ウオ■キング」 ●準備体操

歩く前に少しだ牧 ストレツチ.し

:てみましょう。屈伸やアキレス艇
! など優しく伸ばしていきましょうも

●
=し

し―ヽ姿勢で
肩の力を抜き、歩幅は広めにか

! ア〕`とん`ら!しつ・かりつ
と
きましよう1

●無理のない範囲で !

短い距離から始めましよ現

またノルディックウォーク

といってスキすのポ‐ルの

ようなものを両手に持つて

歩くと足腰に不安がある方

でも安心して歩けまil

新年を迎ュ今年をまどんな年にしたli｀とす
か。何にして■鐸要な子本が本切ですよね。
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真
摯
に
向
き
各
い
前
向
き
で

ご
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
、
携

わ
る
方
々
の
人
生
の
一
場
面
に
関
わ

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
い
た

だ
い
た
言
葉
や
出
来
事
に
真
摯
に

向
き
合
い
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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楽
し
ｒ
」と
や
ち
ょ
っ
と
頑
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る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か

ら
の
感
情
変
化
は
人
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
皆
さ
ま
と
共
に

創
造
・共
有
し
、
彩
り
あ
る
生
活
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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ご
自
宅
で
健
康
的
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
つヽ
、
体
に
良
ｒ
」と
を
１
つ
プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ

孔ヽ

プ
ラ
ス
ー
の
『１
』を

一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
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ー
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黒
澤

隼
人

「
吋
犀
る
一
年
」
に

ご
利
用
者
様
に
と
っ
て
新
し
い
林
験
や
挑

戦
を
心
か
ら
楽
し
め
る
一年
に
し
た
い
で
す
！

え
み
あ
す
の
ご
利
用
者
様
お
一
人
お
ひ
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り

に
心
躍
る
瞬
間
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
―

義単

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

え
み
あ
す
二
木
成

幸
せ
を
追
未
で
き
る
一
年

ご
入
居
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て

「幸
せ
な
時
間
」と
は
何
か
を
深
く
考
え
、
ご

要
望
に
応
え
ら
れ
る
ケ
ア
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
克

そ
の
た
め
に
、
ご
入
居
者
様

ふ
」

家
族
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
心
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
笑
顔
と
喜
び
の
あ
ふ
れ
る
施

設
づ
く
り
を
し
、
ご
入
居
者
様
と
共
に
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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